国営研究部からやってきた研究員たちが"写真"という中に人間の入った紙を数人がかりで分析を続けていた。
　
　「ラメリア団長、終わりました」
　「ご苦労。詳しいことはわかったのか？」
　「はい。こちらへどうぞ」
　研究員が私を作業場へと案内しようとする。
　私は手を横に振って柱の影へと隠れる。
　「団長？　何をやってるんです」
　「お前も剣を持て。いつ敵が紙から出てくるかわからん」
　「大丈夫です。中に誰もいませんよ」
　「誰もいない？」
　私は剣を収めて研究員の後を追って他の研究員が作業を進める部屋へと案内された。
　部屋に入るなり案内役は"写真"を手に取り説明を始めた。
　「団長は絵心はおありで？」
　「油絵を少々。版画も同じく」
　「それは良かった。この"写真"というものは言うなれば情景を写し取った版画なのです」
　「情景を写し取る？　よくわからんな」
　「説明するより見て頂いた方が早いでしょう。おい！」
　研究員の一人が私に機材を向け、閃光が迸った。
　
　「うわっ！　な、何をする！」
　「よし撮れた。現像するぞ」　
　眩しさのあまり取り乱す私を尻目に研究員たちは機械から何かを取り出し薬に漬け込んだ。
　十秒ほど経ってから手渡された紙に写っていたものを見て私は絶句する。
　「私じゃないか・・・これは。なぜだ！　なぜ私がここにいる！　答えろ！」
　「く、苦しいです・・・団長」
　「まあ落ち着いてください」
　私は研究員の首を放し説明に耳を傾けた。
　「"写真"を取るには"カメラ"という器具は必要なのです。"カメラ"は内部で何らかの魔法を作動させ対照物を紙に複写します」
　「魔法を！？　向こうも魔法を使えると言うのか！」
　「我々の概念とは全く異なる形の魔法です。矛盾が多く原理も不明、何ができて何ができないか、全くわかりません」
　写真の中には驚いた顔の私が映っている。
　その顔は怯えていたようでどうにも情けない。
　
　「ああ、すまん。一つ我が侭を聞いてくれないか？」
　「はい。なんでしょうか」
　「もう一度複写してくれ。いい顔のやつをな」
